
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

寄
居
町
三
月
定
例
議
会
が
３
月
１
日
～
２
５
日
の
間
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
過
に
お
け
る
令
和
三
年
度
予
算
は
、
町
税
の
大
幅
な
落
ち
込

み
で
財
政
調
整
基
金
の
と
り
崩
し
と
地
方
債
で
や
り
く
り
す
る
厳
し
い

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業(

駅
前
開
発)

は
国
の
補
助
金
を
貰
っ
て
い
る
以
上
、
令
和
四
年
度

に
は
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
用
土
保
育
所
が
廃
止
と
な
り
、

民
間
の
社
会
福
祉
法
人
俊
仁
会(

寄
居
病
院)
に
よ
る「
よ
う
ど
保
育
園
」

が
病
後
児
保
育
事
業
と
合
わ
せ
て
、
四
月
一
日
に
開
園
し
ま
し
た
。
町
は

土
地
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。 

♠
三
歳
児
眼
科
検
診
へ
の
最
新
機
導
入
、
質
問
が
実
る  

ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
田
母
神
議
員
が
昨

年
九
月
議
会
の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
も
の
が
実
現
で
き
ま
し
た
。  

 

■
党
議
員
団
は
①
コ
ロ
ナ
過
で
の
地
方
経
済
対
策
②
鉢
形
駅
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
早
期
導
入
③
災
害
避
難
時
の
コ
ロ
ナ
対
策
④
公
共
施
設
予
約
の
改
善
・

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た 

◇
田
母
神
議
員
の
コ
ロ
ナ
過
で
の
経
済
対
策
質
問
で
は
、
町
独
自
の
対
策

は
な
く
、
現
在
検
討
中
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
は
国
、
県
の
対
策
施
行

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
事
業
者
か
ら
は
多
数
の
追
加
支
援
金
申
請
が
出
て

お
り
、
精
神
的
な
不
安
に
よ
る
相
談
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◇
大
澤
議
員
の
公
共
施
設
予
約
改
善
に
関
す
る
質
問
で
は
、
緊
急
な
変

更
連
絡
用
に
携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
登
録
で
き
る
よ
う
に
改
善

さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
も
前
向
き
な
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。 

■
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
増
え
て
い
る
家
庭
経
済
困
窮
に
町
の
対
策
が

見
え
ま
せ
ん
。
町
長
公
約
の
学
校
給
食
の
無
償
化
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

■
令
和
三
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た 

高
齢
者
世
帯
が
増
え
１
０
㎥
以
下
の
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
基
本
料

金
を
使
用
量
に
合
っ
た
基
準
を
設
け
改
定
す
べ
き
で
す
。 

■
令
和
三
年
度
国
保
特
別
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た 

国
保
料
は
昨
年
度
に
大
幅
値
上
げ
さ
れ
、
今
年
は
介
護
保
険
料
も
上

が
り
ま
す
。
経
済
困
難
に
苦
し
む
世
帯
も
多
く
、
当
面
値
下
げ
す
べ
き
。 

■
令
和
三
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
反
対 

 
 

制
度
そ
の
も
の
が
高
齢
者
に
対
し
不
当
な
も
の
。
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

   
 

 
 

  

    

 

 

田
母
神
節
子
議
員
一
般
質
問
要
旨 

◇ 

一
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
経
済
へ
の
支
援
・
強
化 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
に
収
束
の
目
処
が
た
た
ず
、

不
安
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
事
業
継
続
や
雇
用
維
持
の
た
め
の

支
援
・
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
】
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
程
、
体
制
等
の
分
か
り
易
い
周
知
、

及
び
対
象
者
数
、
接
種
目
標
を
伺
い
ま
す
。
大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円

滑
に
行
な
う
ポ
イ
ン
ト
は
何
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

対
象
者
に
送
付
す
る
接
種
券
に
案
内
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
ほ
か
、

町
広
報
誌
や
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
や
民
生

委
員
等
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
重
層
的
に
周
知
し
ま
す
。
対
象
者
は
約

１
万
１
千
人
で
接
種
目
標
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
安

定
的
な
ワ
ク
チ
ン
供
給
と
集
団
接
種
施
設
と
町
内
病
院
１
１
施
設
に

接
種
者
が
分
散
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
こ
と
に
よ
る
経
済
的
影
響
は
い
か
が
で
す
か 

【
回
答
】 

 
小
規
模
事
業
者
追
加
支
援
金(

略
称)

の
状
況
で
は 

事
業
者
数
１
０
６
０
件
の
う
ち
、
６
８
５
件
の
申
請
が 

あ
り
、
売
上
の
減
少
率
が
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
、 

３
０
％
以
上
減
少
し
た
事
業
者
が
約
９
０
％
で
す
。 

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
経
済
的
損
失
も
あ
り
、
経
済
的
な
影

響
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
】
事
業
継
続
や
雇
用
維
持
を
図
る
た
め
の
国
、
県
の
補
助
事
業
の
活

用
と
町
独
自
の
支
援
策
を
伺
い
ま
す 

【
回
答
】 

 

営
業
時
間
短
縮
協
力
の
飲
食
店
に
、
県
感
染
防
止
対
策
協
力
金
を

申
請
し
て
い
ま
す
。
県
協
力
金
の
対
象
外
事
業
者
に
、
国
が
緊
急
事
態

宣
言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援
金
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
町

独
自
の
支
援
策
は
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。 

【
問
】精
神
的
不
安
や
職
を
失
っ
た
等
の
相
談
件
数
と
対
応
を
伺
い
ま
す 

【
回
答
】 

 

精
神
的
不
安
の
相
談
件
数
は
全
体
で
３
８
件
、
失
職
が
原
因
の
相

談
は
２
１
件
で
す
。
生
活
に
困
窮
す
る
方
に
は
、
生
活
保
護
の
申
請
を

案
内
し
、
申
請
に
到
ら
な
い
方
は
、
ア
ス
ポ
ー
ト
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
案
内
や
、
特
例
貸
付
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
し
付
け
や
寄
居

町
福
祉
資
金
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
】社
会
福
祉
協
議
会
の
融
資
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て 

【
回
答
】 

 

特
例
貸
付
緊
急
小
口
資
金
の
申
請
件
数
は
１
４
６
件
、
特
例
貸
付

総
合
支
援
資
金
の
申
請
件
数
は
７
４
件
、
特
例
貸
付
総
合
支
援
資
金

の
延
長
貸
付
は
４
０
件
、
再
貸
付
は
１
１
件
で
す
。
寄
居
町
福
祉
資
金

の
申
請
件
数
は
、
３
３
件
で
す
。 

■
ほ
か
に
感
染
者
数
等
を
町
か
ら
情
報
伝
達
は
で
き
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
が
、
自
治
体
の
役
割
分
担
が
あ
り
、
町
は
情
報
入
手
が
で
き

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。 

 

二
、
早
期
に
鉢
形
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を 

 

 

３
年
前
「
鉢
形
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
」
と
い
う
請

願
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
町
長
は
東
武
鉄
道
本
社
に
お
願
い
に
出
向 
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待望の 寄居スマートＩＣ上り線  

３月２８日開通しました‼ 
 寄居スマートＩＣ上り線は、３月２８日午後３時に

開通しました。利用できる車両はＥＴＣ車載器を

搭載した全車種です。 

下の地図の経路で上下線に出入りできます。    

(ネクスコ東日本ホームページより引用) 

 

 



き
ま
し
た
が
，
結
果
や
そ
の
後
の
経
過
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
問
】東
武
鉄
道
で
は
ど
ん
な
回
答
だ
っ
た
の
か
報
告
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か 

【
回
答
】 

 

平
成
３
１
年
２
月
に
東
武
鉄
道
本
社
に
赴
き
、
直
接
要
望
書
を
提

出
し
、
昨
年
２
月
に
は
、
東
上
線
東
松
山
・
寄
居
間
複
線
化
促
進
期
成

同
盟
会
の
要
望
活
動
で
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
東
武

鉄
道
株
式
会
社
か
ら
の
具
体
的
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

【
問
】ど
う
し
た
ら
早
期
に
実
施
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か 

【
回
答
】 

 

鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
各
駅
の
乗
降
客
数
に
応
じ
て
順

次
整
備
さ
れ
て
お
り
、
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
優
先
的
に
整
備
を

実
施
し
て
貰
う
に
は
、
整
備
費
用
へ
の
国
や
自
治
体
の
補
助
等
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大
澤
博
議
員
一
般
質
問
要
旨 

◇ 

一
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
０
年
が
経
過
し
、
令
和
元
年
の
台
風
第
１

９
号
に
よ
る
風
水
害
な
ど
、
近
年
各
地
で
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。 

【
問
】
台
風
第
１
９
号
に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
た
町
の
防
災
体
制
の
現
状

と
強
化
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
す 

【
回
答
】
台
風
第
１
９
号
の
被
害
箇
所
を
記
入
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
補
足
版
と
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
配
布
し
ま
し
た
。
避
難
所
は
、

避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
を
作
成
し
、
避
難
所
開
設
職
員
の
増
員
と
職
員

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
倉
庫
４
棟
の
新
設
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
付

き
蓄
電
池
購
入
な
ど
防
災
体
制
の
強
化
を
し
て
い
ま
す
。
強
化
ポ
イ

ン
ト
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
主
要
事
業
で
強
化
を
し
て
い
き
ま
す
。 

【
問
】
自
主
防
災
組
織
の
強
化
及
び
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
の
取
り
組
み
は
ど

う
し
ま
す
か 

【
回
答
】
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
、
資
機
材
貸
与
事
業
の
進
捗
率
１

０
０
％
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
は
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
を
勘
案
し
て
行
い
ま
す
。 

【
問
】防
災
情
報
の
提
供
に
新
た
な
工
夫
は
あ
り
ま
す
か 

【
回
答
】
新
た
な
工
夫
と
し
て
安
価
で
簡
単
な
情
報
発
信
方
法
を
今

後
研
究
い
た
し
ま
す
。 

【
問
】
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
分
散
避
難
と
在
宅
避
難
の
周
知
、
避

難
所
で
の
感
染
症
予
防
策
を
伺
い
ま
す
。 

【
回
答
】
町
広
報
で
分
散
避
難
及
び
在
宅
避
難
の
周
知
を
し
ま
す
。
交

付
金
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
資
機
材
の
整
備
と
、
避
難
所
開
設
職
員

に
研
修
と
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

【
問
】避
難
所
の
備
蓄
品
の
充
実
に
つ
い
て
伺
い
ま
す 

【
回
答
】
熱
中
症
対
策
で
数
台
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
購
入
、
備
蓄

食
料
等
の
更
新
、
避
難
用
マ
ッ
ト
の
整
備
を
し
ま
す
。
男
衾
中
に
防
災

倉
庫
を
配
置
し
、
既
設
の
防
災
倉
庫
は
男
衾
地
区
防
災
拠
点
と
し
て

配
備
し
、
テ
ン
ト
な
ど
の
大
型
資
機
材
の
保
管
を
考
え
て
い
ま
す
。 

【
問
】地
震
に
対
す
る
準
備
と
発
生
時
の
命
を
守
る
対
処
な
ど
、
町
民
へ
の

周
知
と
訓
練
に
つ
い
て
伺
い
ま
す 

【
回
答
】
町
広
報
誌
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、

持
出
品
の
準
備
や
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
の
周
知
や
転
倒
防
止
器
具

設
置
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
講
座
や
防
災
訓
練
で
、
準
備
や
命
を
守
る

◆ 

            

対
処
を
含
め
た
訓
練
を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

■
こ
の
他
に
世
帯
確
保
す
べ
き
備
蓄
品
（
飲
料
水
、
食
料
な
ど
）
の
周

知
と
準
備
援
助
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
周
知
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
各
世
帯
へ
の
備
蓄
品
援
助
を
す
る
考
え
は
無
い
、
と
の
回
答
で

し
た
。 

 

二
、
公
共
施
設
の
予
約
・
変
更
連
絡
に
つ
い
て 

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
、
緊
急
事
態
宣
当
発
出
翌
日
か
ら
午
後
５
時
以
降
の

利
用
が
制
限
さ
れ
て
、
あ
る
利
用
団
体
で
は
中
止
の
連
絡
が
と
れ
ず

混
迷
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

【
問
】緊
急
事
態
宣
言
で
、
公
共
施
設
が
急
に
使
え
な
く
な
っ
て
苦
情
等
は

ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か 

【
回
答
】
周
知
期
間
が
短
く
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
が
１
件
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
問
】緊
急
時
の
連
絡
先
と
し
て
携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
利
用
規

定
に
入
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か 

【
回
答
】
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
施
設
再
開
に
合
わ
せ
、
使
用
許
可

申
請
書
に
緊
急
連
絡
先
等
を
記
入
い
た
だ
く
よ
う
様
式
を
改
定
し
ま
す
。 

【
問
】
町
民
か
ら
公
共
施
設
の
予
約
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
出
来
な
い

か
と
の
要
望
が
あ
り
、
何
度
か
質
問
し
て
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か 

【
回
答
】
予
約
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
仮
予
約
か
ら
本
申
請
書
の
提
出
、

許
可
書
の
交
付
及
び
使
用
料
の
納
付
等
多
く
の
調
整
項
目
が
あ
り
、

他
自
治
体
の
導
入
事
例
や
シ
ス
テ
ム
事
業
者
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
、
利
用
者
に
最
良
の
予
約
方
法
を
検
討
し
ま

す
。 

  

男衾駅東口通り線 
      ３月２３日開通 
 男衾駅東口通り線が、３月２３日
午後３時から通行が可能になりま
した。多くの関係者に御協力いただ
き開通になりました。自動車の混雑
緩和と安全性・利便性が向上されま

す。歩道部の整備は今年度（２０２
１年度）に行われます。 
 

“聞いてください”私たちの考え 

◆コロナ感染、第 4波に本気の対策を 
変異種が猛威を振るっています。国のワクチン接種推進
は他の先進国に比べきわめて遅れています。国民の暮
らしと命守るために今やるべきことは次の事では? 
① 1日 10万人以上のモニタリング検査など大規模検査
を本気で実行すること。 

② 時短操業を長期に強いられている飲食店に持続化

給付金の再交付など十分な補償をすること。 
③ 医療機関の減収補填とともにコロナ病床を確保する
ための財政的な手立て、病院間の連携の手立てを
国の責任で実行すること。 

④ 医療崩壊が深刻な問題となるなか、公立・公的病院
の再編統合と高度急性期病床の削減する「病床削
減推進法案」は廃案にすべきです。 

◆オリンピック・パラリンピックは中止に 
国民の 8割近くが反対する開催を政権の実績作りのため
に強行すべきではありません。大切なのは国民の命と安

心できる暮らしの回復。命がけで代表の座をつかんだア
スリートの皆さんにはお気の毒ですが、国民の祝福が無
い祭典はオリンピックの名に相応しくないと思います。 
 


